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信した数字を 100 種の天気記号に振り分けて天気図に記入する練習も必要だった。グリニッジの 0
時、すなわち日本時間で前日の 21 時の観測資料は、日本時間では 3 時に無線放送が始まる。深夜に
仮眠から目覚め、受信と天気図記入の同時並行作業が終わるのは 7 時ころで、そこで予報官の天気
図解析が始まることになる。当時の気象庁は、観測とそれにつづく気象資料の送受信を直接人手で
もって行う作業に従事する職員数の比率が、きわめて高かった。 
その年は中島暢太郎先生が京都大学から気象庁に出向され、大阪の気象台でこの予報官の仕事に
つかれた年だった。卒業直前の 3 月には気象講座の講師を勤めておられ、「理論気象学終了」のサイ
ンを頂戴したところだった。先生には予報官の仕事の合間に、職場の文献講読の指導役を務めてい
ただき、シュプリンガー刊行の気象力学の教科書を読み通すことができたのは幸せだった。就職先
でも何年も教官と学生のような関係がつづいた。 
地球物理学に関連した科学技術行政を担当する気象庁は、行政の実務に加えて、不定期にいろい
ろな調査仕事を行っていた。しかしこの非ルーチン仕事はいかにも不得手であったように思える。
係留気球を用いた低層の気温観測で、ラジオの電波塔が発する無線電波を受信して気温の変化とみ
なしたこともあった。アメダス観測点の雨量の平年値を５キロメッシュに内外挿し、国土情報の基
礎資料作成を目指した「メッシュ気候図」の開発にあたっては、幸か不幸か真値が存在しないとい
う自由さにおぼれて、統計計算操作による誤りに気付かず事業を終えるなど、開発事業の質の向上
が望まれてきた。測定器の読み取りから観測要素への組み立て、さらに現象の解析とつながる地球
物理学上の現象の扱いにあたって、各部門の専門知識の欠如は論外としても、分野ごとの成果を全
体的視点から見る目が曇っていてはならない。かような実態に接してみると、学部学生時代に潮岬
で行った「気象観測」の実習は、本来いくつもの分担作業からなる高層気象観測を、一つの観測作
業として全体的に理解させる、当時としては格好の教材だったと思われる。 
1990 年代になると気象庁に気候変動に関する行政が求められてきた。これは大気科学に関して広
い分野にわたった知識を必要とした。従来気候変動予測については、その実務を行うことのなかっ
た気象庁は、勉強会から始めねばならなかった。そこで設けられたのが勉強会「気候問題懇話会」
だった。座長は庁外の方にお願いすることになった。当時京都大学では、すでに山元先生が気候変
動実験施設を創設して気候変動の研究を進めておられ、先生がその労を引き受けてくださった。気
象庁はこの懇話会の議論に支えられ、温暖化ガス世界資料センターを設立し、太平洋の孤島南鳥島
でCO2の観測を開始した。また、世界気象機関WMO が開催する「気候変動に関する政府間パネル
IPCC」には代表を送りつづけてきた。多くの卒業生を気象庁に送り込んで下さった山元先生だが、
こうして外部の機関である気象庁の運営に助言や助力の労をとっていただいたのは有り難いことで
あった。 
